
楽しく充実した夏休みに！

新型コロナウイルスの影響でたくさんの制約がある中、「よく生きる」曲中生を目指して、生き生き

と取り組んできた３ヶ月間。いよいよ、7月20日～8月16日までの長い夏休みが始まります。夏休み

は、生活の中心が学校から家庭に変わります。今年度、特に約束してほしいことは、「自分の命も他

人の命も守る」ということです。そのためには、どんな生活をしたらいいのでしょうか。軽はずみ

な行動を慎み、自分自身でよく考え行動しなければなりません。まだまだ気を許すことができない新

型コロナウイルスへの対策も心がけながら、事故や非行のない充実した夏休みを過ごしましょう。

１ 夏休みにはこんな事を‥‥
○時間のけじめをしっかりと
自由な時間が多くなります。自分で立てた計画にしたがって生活しよう。

○家庭や地域でもあいさつの輪を
明るいあいさつができる曲中生として、あいさつの輪を家庭や地域にも広げていこう。

○お金や持ち物を大事に
お金の使い方に注意し、無駄遣いをしないこと。友だち同士でお金や物の貸し借りは絶対やめよう。

○家族とのふれあいを大切に
一緒に食事をしたり、話し合ったりするチャンスです。時間があるこの機会を大切にしよう。

○家族の一員としての役割を
家族の一員として責任をもって成し遂げられるお手伝いを最低でも1つは担ってみよう。

○地域の行事には進んで参加を
地域の行事や活動にはできる限り参加し、いろいろな体験をしてみよう。

２ 自分の命と未来は自分で守る！ ～事故・非行ゼロを目指して～

① 危険を避け、事故・トラブルから身を守る
○交通ルールやマナーを守る。「左側通行」「並進の禁止」「交差点での一時停止」

○夏休みには水の事故が多発します。指定された場所(海水浴場・プール)以外での遊泳はやめよう。

○夜遅くまでの花火遊びは控えよう。そして後片付けも確実に。

○火の取り扱い、魚釣り、踏切などにも注意しよう。

○感電事故に遭わないために電柱や鉄塔にはのぼらない、切れた電線にはさわらない、変電所の中

には入らない、電線のそばで釣りをしない。

○不審者による声かけや連れ去りに注意しよう。暗くて人通りの少ない場所には近づかないこと。

○子ども同士で行くことを禁止している場所・施設は次の通りです。

・カラオケボックス、ゲームセンター、ボウリング場

・夜遅くなってから深夜営業の商店等を利用すること。

・海水浴場、遠くへのサイクリング、登山、キャンプ

※不慮の事故、喫煙や飲酒への誘惑、お金のトラブル、高校生や他校中学生とのトラブル等、

危険な要素が考えられるためです。保護者や責任ある大人と一緒に利用すること。



② 携帯電話やスマホ、ＳＮＳ・インターネットは正しく使おう
○携帯電話やスマホを使用する場合は、曲中ＳＮＳルールを守り、使用方法についてのルールや

マナーをしっかり守りましょう。夏休み中も、学校への持ち込み、部活動の練習試合や大会への

持ち込みは禁止です。

○LINEやインターネット、ＳＮＳの利用でトラブルになるケースがあります。LINEに人の悪口を書

き込んではいけません。インターネット上に名前や住所などの個人情報や写真、動画を載せたり

してはいけません。もしも、何らかの事件やトラブルに巻き込まれた場合は、必ず学校に連絡す

るようにしましょう。

③ 夏休み中も「中学生らしい」服装や態度で
○外出する際も、中学生らしいさわやかな服装を心掛けよう。

派手な服装は、悪い人の目にも留まりやすい。

○デパートやコンビニも公共の場所です。大声で騒いだり、大勢で

通路をふさいだり、乱雑に自転車を止めたりしないようにしよう。

④ 外出するときは、家族に必ず声をかけて
○「いつ」「誰と」「どこへ」「何のために」外出するのかを家の人にはっきりと知らせてから外出す

るよう心がけよう。何時まで帰るのかも家族に伝え、その時間をしっかり守ろう。

○友人宅への訪問は、原則として午後からとし、夕食前には帰宅しよう。

⑤ 友人の家には絶対に泊まらない・泊めない
○親が「いいよ」と言っても友人の家に泊まるのは絶対にダメです。

⑥ 夜遅く街中を徘徊しないように
○夜遅く用事もないのにうろつく行為は、「深夜徘徊」といって補導の対象になります。特に大曲駅

周辺や深夜のコンビニは、有職、無職少年と接触する機会が増え、様々なトラブルに巻き込まれ

る可能性も高くなります。夜は静かに自宅で過ごそう。

８月１７日（月）には、

全員が元気に登校することを期待してます。
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新型コロナウイルス感染拡大防止のために
これまでも新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスクの着用、手洗い、うがい、ソーシャ

ルディスタンスを保つ、外出自粛など、一人一人意識を高めながら生活を送ってきました。

夏休み、そして夏休み後も引き続き、「自分と周囲の人の健康と安全を守るため」に自分にで

きる対策を実践していきましょう。


